
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 112 

令和 5年度 芸術科（美術） 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 「高校生の美術１」 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考える「デザイン」、動きや機器

の特性を踏まえて考える「映像メディア表現」、作品の良さや美術文化について考える「鑑賞」

の４つの分野について学習していきます。 

・様々な材料、表現方法に触れながら造形の基礎を身につけます。表現形式の特性や形体、色彩

などに着目して学習する中で、自分なりの表現を探してみましょう。また、一人ひとり違う見方

や考え方、表現の仕方に触れ、それぞれの美術について考えを深めましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

(1)幅広い創造活動を通して、対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、

意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

(2)造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し

創造的に発想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め

たりすることができるようにする。 

(3)主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも

に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

対象や事象を捉える造形的

な視点について理解を深め

ている。 

意図に応じて表現方法を創

意工夫し、創造的に表して

いる。 

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と創意工夫、美術の働

きなどについて考え、主題を

生成し創造的に発想し構想

を練ったり、価値意識をもっ

て美術や美術文化に対する

見方や感じ方を深めたりし

ている。 

主体的に美術の幅広い創造

活動に取り組もうとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

・学習進度の確認を行う 

・１年間の学習イメージをも

つ 

・用具の種類や特性を理

解する 

・鉛筆を使いこなす 

a:鉛筆を使った表現方法を理解

し、その特性を生かして描画して

いる。 

c:美術の多様な表現に関心をも

ち、学習に臨むことができてい

る。 

 

 

ワークシ

ート 

 活動の

様子 

グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル 

・鉛筆と練り消しゴムを使用

し、クロスハッチングで 9 段階

の明暗を表現する 

a:鉛筆の種類とその特性を理解

し、クロスハッチングの技法を活

用することができている。なおか

つ、正確に 9段階のスケールを作

ることができている。 

b:意図に応じて鉛筆や練り消し

ゴムを使い分けることができる。 

c:教科書や見本を参考にするな

どして鉛筆の表現に関心を持ち、

主体的に制作することができて

いる。 

 

 

完成作品 完 成 作

品 

活動の様

子 

 

学習の記

録 

手
の
デ
ッ
サ
ン 

・自分の手を観察し、ポーズ

を変えながらスケッチする 

・ポーズを決め、自分の手を

鉛筆デッサンする 

a:スケッチとデッサンについて

表現様式の特性を理解し、テーマ

を追求して作品を完成させてい

る。 

b:手の形を観察してポーズを決

定し、形体や構成などを考え表現

することができる。また、よさや

表現の工夫点など自身の作品に

ついて振り返り考えることがで

きている。 

c:手の表情について考察し、自ら

ポーズを決め、主体的に制作する

ことができている。 

完成作品 アイデア

スケッチ 

 

完 成 作

品 

活動の様

子 

 

ア イデア

スケッチ 

 

学習の記

録 
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色
彩
基
礎 

・色彩の基本的な知識を身に

つける 

・アクリルガッシュ絵の具の基

本的な使い方を体験し、理解

する 

・12色相環、5段階の明度差・

彩度差、暖色・寒色の色彩構

成作品を制作する 

 

a:色の働きや効果について理解

している。アクリルガッシュ絵の

具で混色したり配色を考えたり

しながら課題を完成することが

できる。 

b:色彩や構成を考えながら意図

に応じた表現をすることができ

る。 

c:教科書を参考にしたり生活の

中の美術に着目したりしながら

創造活動を行うことができる。 

ワークシ

ート 

 

完成作品 

完 成 作

品 

活動の様

子 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

学習の記

録 

モ
ダ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク 

・スパッタリング、マーブリン

グ、デカルコマニー、フロッタ

ージュなどの技法を身につけ

る 

・意図せずできる形や色を味

わい楽しむ 

a:異なる材料や道具を使ってで

きる様々な技法(表現方法)を身

に付けることができている。 

b: 偶然できる形や色、表現の工

夫について考え、そのよさや面白

さなどを味わい、美術についての

見方や感じ方を深めている。 

 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 

 

２ 消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
に
よ
る
パ
タ
ー
ン
模
様 

・文字のデザインと印象につ

いて考える 

・文字をデザインする 

・デザインした文字から２種類

選び消しゴムハンコを制作す

る 

・ハンコの押し方や色の組み

合わせを工夫しパターン模様

をつくる 

 

 

 

 

a:デザインされた文字がもつ造

形的な特徴とその働きを理解し

ている。表現の工夫を行い、目的

を考え、作品を完成することがで

きる。 

b:デザインされた文字がもつ造

形的な美しさや意図などについ

て考えることができる。 

c:実験をくり返し考察を重ねて

より良い作品を作ろうとしてい

る。 

 

ワークシ

ート 

 

完成作品 

ワークシ

ート 

 

完 成 作

品 

活動の様

子 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

学習の記

録 
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動
植
物
レ
リ
ー
フ 

・スマートフォンなどを使用し

資料を収集する 

・選んだ動植物の特徴をとら

えたスケッチを行い、構想を

練る 

・材料の特性と表現方法の特

性を理解する 

・彫刻刀の使い方を理解しレ

リーフを制作する 

 

 

 

 

a:資料を基に動物や植物の形体

を立体的に把握し、スケッチする

ことができる。また、彫刻刀を適

切に使用し、レリーフを制作する

ことができる。 

b:スケッチを基にして、材料の特

徴やレリーフの構図を考えなが

ら図案の構想を練ることができ

る。また、よさや美しさ、構成の

工夫などについて作品の見方や

感じ方を深めることができてい

る。 

c:主体的に創造活動や鑑賞活動

に取り組むことができている。 

ワークシ

ート 

 

完成作品 

ワークシ

ート 

 

完 成 作

品 

活動の様

子 

 

学習の記

録 

３ グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド 

・送る季節や送り手など、目的

を考えたデザインを行う 

・ポップアップカードやエンボ

スカードなどの表現方法とそ

の効果を学ぶ 

・機能や効果を考え、カードを

制作する 

a:表現方法を創意工夫し、計画を

基に創造的に表現することがで

きる。意図に応じて道具の特性を

生かすことができる。 

b:目的を考え主題を生成するこ

とができる。また、表現形式の特

性を考え、構想を練ることができ

る。 

c：送る季節や送り手のことを考

え、よりよい作品を作ろうとして

いる。 

 

 

 

完成作品 完 成 作

品 

活動の様

子 

 

学習の記

録 

 

油
彩 

（ 

リ
ン
ゴ
と
ビ
ン 

） 

・油彩絵の具についての基本

的な知識を身につける 

・油絵の具の基本的な使い方

を体験し理解する 

・リンゴとビンの形体、質感を

観察し、画面構成を考えて画

用紙にデッサンする 

・油絵の具の特性を理解し、リ

ンゴとビンの静物画を制作す

る 

 

a:形体や質感など造形的な特徴

を捉えてデッサンすることがで

きる。また、油絵の具の特性を理

解し、効果的な混色や重ね塗りを

行い、静物画を完成することがで

きる。 

b:油絵の具の特性を生かし、モチ

ーフの形体や色彩、質感や構成に

ついて考え、表現の構想を練るこ

とができている。 

c:手順や描画方法を考えること

で多様な表現が生まれることを

体験し、主体的に作品を作り上げ

ることができる。 

ワークシ

ート 

 

完成作品 

ワークシ

ート 

 

完 成 作

品 

活動の様

子 

 

学習の記

録 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         
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